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1.はじめに
植物の生体電位は､その成長や兜脅威等の盤飴活動と
密接に関わっていると考えられてお軸 】､植物の生鮮電位
の変化を裁定ずること量こよって内部脚 軌た無味の
変化を推軸する就みがなされている8本研究は植物に刺
激を与えた時の盤体魔紋の変化を激定することによって内
部の状態を推親し､癖虫藩等を単軌こ発見してその予防に
寄与すると糞蔓こ､植物の置かれた希雛 菅ニタ-すること
を目的としているO本稿では植物に対して光棚 を与えた
場合の刺激者こ浄する応笹と周囲温度の関係､及び与える
光刺激の強度と脚 関係について離 れた結果を報告
する¢また､縦 棒に光刺激を与えた藤倉及び葉に局所
的な刺激を与えた場合の応答につWでも併せて報告す
る｡
2. 実験装置の構成
本業敦で周いた装置の構成を図1に示す8国中の人工
気象碁は温敷 湿鼠 及び照度漸 敵であり､各々温
度を5℃漁ち沸℃､湿度を沸%斑王めも90%況臥 照度を
内部の蛍光灯を愛で消灯する凝離 梅郷 で8段階
に制御することが出来るゆなお､局所的な光刺激を与える
藤倉に軌 白熱馳 ヨ沸 口-予を灘 ､て4勝 こ照度を
制御することが出来るよう蔓こなっている申増幅欝は入力イン
ト すー1･.ス10A【Qj､珊帖,'LRl20CT)両人:J')/ンt･:i-ザン′<ア
ンプである¢生体電位を測定する蕪の近くに温度を測定す
るための無象義博 設置されており､これと増俸静の出力が
チャー トレコー ダに接続されている｡
____________I
図1.実験装置の構成
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を介してパリヨンに武力され､デ-タの解析を行えるように
しているや植物は導電性の網を動 ､てシ-ルドした後人ヱ
気象器内にセットされる｡
薬に電極を取り翻すた様子を図割こ示すむ奄甑には貼り
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植物闇ま磯煮植物であるべべロミアを観悶している¢
図2.電極の貼り付け位置
3.光照射応答
植物の成長量こ影響を及ぼす療療条件の山 ∋に周囲温
度があるOここで軌 周囲温度が変化した敏倉の光刺激に
漸する応答の変化を沸定する｡植物細胞内の奄位発生機
琳ま電蒐化学的な拡散葡濫成分と､光合成や呼吸等の代
謝に関する起電活性成分に東男勝れるといわれでも鳩招]屯
ここでは温度変化及び照度変化に対する光刺激による起
電活性成分の変化を求めるために､光剥離に対する応答
信号の振幅及び応答時間を謝定するやここで応尊信骨波
形に図3のように名前を付す¢囲中のNl盛もN4溺芯等
信号の極値である｡
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図3.応答信号の波形
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図4に周囲温産に射 る応啓悟号の振幅押遠戚を示す¢
腹レ ラヾメ-夕は照度であり､照度且から照度詩経各席簡巌
を貼り付けた集にのみ局所的な光刺激を与えた麓合の照
隼で紅 .1-こ..qGluxl.1.40OI)ux1,.枚TJt6.15dluxlにキ瓜
している昏また蛍光緋潮鏑短重体投光制勝を与えた墳骨で
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図4.振幅(VN2･N3)の変化
この鮭黒め屯､応答倍骨の振幅捻照度が%脚恥盛観酪
上で周囲温度が30℃の時に最も大きい､即ち光合戒が活
発に行われているものと考えられる｡また､光刺激の強さに
対しては､照度が 100Duk)以下では極端に応答が′Jせくな
るが､約 2,0仙 以上では活発に活動しており､またそ
れ以上照度が高くなっても振幅はそれほど変化しないこと
がわかる｡
3-2.温度に対する応答時間の変化
周囲温度に対する応答信号の立ち上がり時間(TNl･旭 )
の変化を図5に､立下り相田(TN2･Naの変化を図6に示
す｡
図5.立ち上がり時間(TNl･N∂の変化
図6.立下り時間(TN2･旭)の変化
図5及び6からわかるように､光刺軟を与えた時の応
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一部に異なる値があるものの振幅の変化とほぼ同様に
2,0仙 程度以上ではそれほど大きな差がない｡
4.むすび
植物に柵 を与えた時の生体萄紅の変化を測定し貰
解状態を推珊するために､本稿では光柵 を養え喪
周田並度及び照度に対する応答信号の変化を珊定
に､水分や肥料が不足した藩合の応答信号を沸
内部状態を推卸するための検討を進めてゆく予定で
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